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紀 ぐ しゃ" YOS 羽 旬 握 誠 
勤 央 し 遇 款 全 レス 錠 
生じ か 会 忌 上 性 G 吾 剤 舞 珍 
半 半 JS2J で 生やし うろ 生 " 
G 舞 憶 薄 渕 水 倒 人 総 め つ で 会 必 
4 年 る アス ろ ン お 入り 表 経 お 守 一 ー 
apt の 身 臣 休 約 46" 静 詩 牌 G 
トト る いさ NS さ ES た ES どく と くさ 
普 置 各 朴 球 つ し ろか 7 放つ 
お 皿 中 系 ーー7 人 J% 
表 つ し じ 十 愉 表 会) る ed6 
で 人 條 据 4 ころ で 心身 諸 
8 選 "所 0 お NO で Op 選 も 
けり で 8 志 マ の で 6 所 計 薄 諾 黙 計 
佑 p 人 の し 宣 誤 上 魏 G 宇 球 
会 Q 夫 六 月 紅 長 負 ぐ 請 球 会 型 
シウス 36 理 寺 軸 せ 款 症 
肝 難 均 AK ホ さも SR お 多 り 7 交 
H 誠 4 会則 繋 誠 @ 邊 連 東 天 
スン DS も か か" べ 配 品 吉 トド 


国際 宇宙 ステ ーション の 完成 予想 図 


ーッ ク l22 の) 


行 士 


飛 


若田 光一 

宙 
国際 学 宙 ス 2 
長期 滋 在 が 決定 


ペー め 氏 銘じ 画 民 交 つ いろ 
m" けけ 心 つ 選 聞 強 半 填 @ 手 鐘 
SN 了 牙 しめ くる Q ス SOS84JKJXOD 計 0 
)@ AOnAJ 還 の ウス 6" 

ーー 軍 圭 破 @ 人 所 G 記 必 く 
互 も っ 公 人 節 じ つ き や 人? 

己 田 斉 計 胡 交 め 心 念 つ 紅 て 重 
At@4) ころ 人 Q 庄 四 鵜 公 療 公 
Cp" お Je58 央 べ 薄め 
江 字 並 G 問 密 を SG 層 6 札 品 
愛 心 9 倒 " 能 選 器 史 悪 半 計 40 
刀 尽 うろ 6 心 況 有り か 選 
財 松 G 表 置 地 中 圭 直 を 他 
諾 公夫 民 多 / め 必 つ 8 半 会 の 
レツ vi@SP7 JJG 給 宙 忌 p 知 
つじ くろ 6 

ーー の 性 揚 率 し 人 T 交 G 度 玩 
家 意 昌 界 ぐ 出 昌吉 守 〒 ヘ ー 定 
や つづ 心 会 

己 田 征 回 世家 天 胡 外 へ AG 吉 
し じゃ" 逢 を 媒 諸 付 軸 外 へ J@ 半 
眉 県 psQNQ 7 器楽 澤 消 旬 
を 涯 誠 薄 @ 愉 調 史記 亜 本 NG 較 十 
償 事 箇 喜 4JJG 遇 明 刀 " 美 史 
麹 oxQD パ べ 有史 移 選 し か 宗 * 
計り 囲 藤 坦 も か ? 温 斉 軸 つ 2 
心 提唱 倒 悪し 因 恋 家 塞 舞 呈 し 
介 選 NG 表 軽 め 的 坦 訟 症 
いし 符 堂 めく 56 宮 し 本 例 
A 話 束 店 有 信 QG 較 組 移 志 
入 団 じ か" 串 き 6 蝶 字 烈 蓋 球 ^ 
沙 品 - 3OQB38 ト 公表 
や トト っ つり 壁 共 ろ 天 加 巡 移 坦 史 
紀 人 SekJ3JA つ くも" 


乗員 に 決ま っ た 若田 
て ) 


在 搭 


国際 宇宙 ステ ーション 長期 
宇宙 飛行 士 と 、 バ ッ ク ア ッ 
プ 搭 乗員 の 野口 宇宙 飛行 

(日 本 時 間 2007 年 2 月 
13 日 、 JAXA ヒ ュー スト ン 駐 


滞 
在 員 事務 所 ( 


の は 今回 が 初め て で す 。 


た 
また 、 野口 聡一 宇宙 飛行 士 が バッ クア ッ プ 搭乗 貞 に 決定 し まし た 。 


若田 光一 宇宙 飛行 士 が 国際 宇宙 ステ ーション の 第 18 次 長期 滞在 搭乗 上 に 決定 し まし た 。 
日 本 人 宇宙 飛行 士 が 長期 滞在 搭乗 上 に 選定 され 


と 4 


EX 隆 刑 前 NT 前 0DOLE 


田 寺 志 肖 尽 填 @ 穴 
疾 志 並 寂 QG ら eo 
寺 鹿 皇 し / 選 マ の マ 
SG 品 ・ や で ふき ・N で へ 人 押 展 
寺 _ HANG ヽ お つ 外 へ ・ の すら 守 ト 
凡 司 淫 選 二 り 上 梁 の 人 下層 地 
字 し 員 4) つ 36 生 * 抱 田 作 志 光二 
公団 能 地 地 K ト ホー へ TP へ り 奨 揚 王 
り 選 心音 太 赴 壮 性 67 | 086 必 ] 器 
で 近 鉛 環 じ 部 計 村 理 民 航 " 守 未 
人 か 心 ?ー ト ポー で 墨 装 に 肘 龍 7 
宮 閉じ 代 人 U 公 S 選 6 
反田 志 二 選 廿 豆 リリ ローKー 
へ し に な お 詞 提 作 環 [人 回 7 
岡 能 地 垢 K ホ ーA PAG 総 罰 家 中 
家 正 坦 ホ ミー リロ 出土 で つり " 
麗 求 ※ 性 明 0 し SS 訓 宮 
ー の の 叶 『% 多 中] 上 和 凡 角 
党 G 墨 氷 閉 し 時 攻 区 了 の つい 地 
舞 肖 選 重 尼 必 9% つ お 6 い " 
くろ で 季 舞 30N@4J% 祥 
交 お 9 赤 往 つ し SS 本 Y JJG 配 7 
「%W 負 心 呈 導 押 針 迫 G 緊 除 り ろ 
XQ Sn 人 加 や 問 で 上 避 銘じ うろ 慰 伏 交 
つや お " 條 回 ぐ 哨 家 世 志 し 悪 泡 
り 絡 早 つ お 6 完 閣 衣 り 地 坦 し 
oi3 た さる だ (る た 05 に に (PJ 
層 初 わし 8 が 6 かつ” 出 
帳 水 % 倒 瑞 釣 回 360@ 昭 る 公 ス 
お つが 重り 骨 り し ろ p" 


ッ シ ョ ン で 


に N 


右 /STS-92 


ボッ ト アー ム を 操作 する 


| 台 田 宇宙 飛行 


(2000 年 10 月 ) 


験 機 の 飛行 実験 


超 音 速 実 


型 


| 


ー ス トラ リア で 行わ れ た 


オ 


2005 年 10 月 ( 


宇宙 飛行 二 


| (2005 年 7 月 ) 


で 船 外 活動 の 準備 を する 


左 プ STS-114 ミ ッ シ ョ ン 


野 


こ ご 作 コ ね 題 日 』 東 表 優 そ 審 07 

毅 癌 ら さき 本 A 束 形 務 し 楓 生 

4 と し ゃ 分 画 X 丸 球 作 て 著 

し と た きた は A の か 中 選 が 月 

ま も 登 略 こ 手 1 内 4 の は 行 に 

RS23 
連 ン 凛 行 情 日 4 ま 
賞 テ 描 わ 報 点 し 
止 え くれ セ の た 

の し 3 


へ き 滞 ctBh 
は ささ き 策 選 ret 憶 苦 S ペ 


生計 固 財 四則 


, エ 副 邊 エエ 沼 
Smmc 莉 や らら いい 


S 藻 JIM コ テ < 寺 ロ マー 妥 


恒 N 一 装 
固 好 


ハハ 


| すでに 2 半 0 在 る 」(pre 
sent) も の 
必 具 で 描く 、 つ まり 
「 再度 在 らし め る 」 (represent) これ を 
絵画 と いう 行為 の 基本 と する な ら ば 、 わが 国 
が 世界 に 誇る 固体 燃料 の 大 型 ロ ケッ ト の 打 
ち 上 げに 立ち 会 い 、 その 衝撃 と 感動 を 全身 
で 受け と め 、 一 枚 の 絵 に 仕上 げ る と いう 、 
JAXA の 発案 に な る 今回 の 企 て は 、 日 本 画 の 
未来 を 担う べき 俊秀 た ち に まこ と に 格好 の 
機会 を 提供 し た と いえ る で し ょ う 。 
(審査 委員 長 ・ 本 江 邦 夫 多摩 美術 大 学 教授 ノ 
府中 市 美術 館長 の 講評 より ) 


ケー テ ー ビデ オ に も 
号 真 に も gs 
りき ら な い | 本物 の 美 の 瞬間 」 を 切 
り 取っ て 表現 し て いた だ くに は 、 
や は り 優 秀 な 画家 の 皆さん の 力 を 
借り る の が 一 番 で し ょ う 。 特に 日 
本 画 は 、 天 地 を 一 体 に し 、 時 空 を 
掴み 、 自 然 と 物 と を 分 け 隔たり 無 
く 取り 込ん で 、 一 幅 の 絵 に まとめ 

能力 に お いて 、 他 の 何より も 秀 
で て いる と 聞い て お り ま す 一 一 。 
(「 日 本 画 は 宇宙 を 描く ] 開催 趣 
旨 よ り ) 


AXA は 、 昨 年 12 月 か ら 今 年 
0 II ll 間 、 月 へ 
の 関心 を 高め 、 セ レー ネ や JAXA 
を 広く 知っ て も ら う 機会 と する た 
め 、 打 ち 上 げ 準 備中 の 月 周回 衛 
星 SELENE (セレ ー ネ ) に 搭載 す 
る 名 前 と メッ セー ジ を 皆さま か ら 
募集 する [月 に 願い を !| キャ ン ペ 
ー ン を 行い まし た 。 

当初 は キャ ン ペ ー ン の こと を よ 
く 知 ら な い 人 も 多かっ た の で す が 、 
新聞 、 テ レビ 、 ラ ジオ な ど で 取 り 
上 げ ら れる に つれ て 徐々 に 応募 も 
増え 、1 月 下旬 に は 毎日 千 人 単位 
で 受け 付け る 状況 と な り ま し た 。 
その 結果 、 イン ター ネッ ト 、 往復 
は が き 、 団体 応募 等 で 、 国 内 外 、 
そし て 老若 男女 を 問わ ず 、 幅 広い 
層 が か ら 山 の よう に 送ら れ て きた 応 
募 は 、 協 力 し て 呼び か け を 行っ て 
くれ た 米国 惑星 協会 が 集め た 海 
外 か ら の 17 万 8129 人 も 含め 
終 的 に 41 万 2627 人 に 達し まし た 。 


キャ ン ペ ー ン ポス ター 


SE LE NE CAAPAIeN 2oo7 


イラ スト レー ター 大 高 郁 子 さ ん に 
描い て いた だ いた キャ ン ペ ー ン の イラ スト 


あな た の 名 前 と メッ セー ジ を 月 へ 届け ます 
セレ ー ネ 月 に 願い を ! キャ ン ペ ー ン 


募 総 数 


412.627 


痛 さま 、 た くさ ん の ご こ 応 募 あり が 5 UI の 06 


応募 が あっ た 名 前 と メッ セー ジ 
は 、 倍 率 40 倍 の 顕微 鏡 で よう や く 
読め る 程度 の 小さ な 文字 で シー ト 
に 刻ま れ 、 今年 夏 に 種子 島 宇宙 セ 
ンタ ー か ら H- IA ロケ ッ ト で 打ち 
上 げ ら れる セレ ー ネ に 搭載 され る 
予定 で す 。 そし て セレ ー ネ は 、1 年 
間 、 月 の 周り を 周回 し な が ら 、 月 
の 起源 と 進化 を 解明 する と 共に 、 
将来 の 月 利用 の た め の さ ま ざ ま な 
観測 を 行う こと に な り ま す 。 


「 ひ の で ] が 観測 し た 部 分 


食 (2007 年 2 月 17 日 ) 


優秀 賞 
JJ 
熊谷 曜 志 
ーー ma 
[ 夢 の 向 こう 」 

鉱物 を 基本 と する 顔料 に 全面 
的 に 依拠 し て いる 日 本 画 は 、 い わ 
ば 元素 的 な 絵画 と も いえ る の で 
す 。 こう 考え て くる と 日 本 画 と 固 
体 燃 料 ロ ケッ ト の 親近 性 が よく 分 
か り ま す 。 (中 略 ) 熊谷 氏 の 作品 
は 、 大 量 の 煙 を 噴出 させ な が ら 大 
空 に 小さ く な っ て いく ロケ ッ ト を 
いく ぶん イラ スト 的 に 描い た ダイ 
ナミ ッ ク な も の で す が 、 描写 すべ 
きす べ て を 黒 (まさ に 炭素 の 塊 ) 
の 濃淡 に 移行 させ て いる 点 で 、 
これ また 精神 的 か つ 象 徴 的 な 表 
現 の 次 元 に 到達 し て いる と いえ 
る で し ょ う 。 ロケ ッ ト の ダイ ナミ ズ 
ム を 「 表 現す る ] の に 、 噴煙 ば か 
り を 前 面 に 押し 出す こと で むし 
ろ 「 表 現し な い 」 の も 、 心 憎い 演 
出 で す 。 (審査 和 要員 長 講評 より ) 

実 見 し た こと の 情報 量 は あま り 
に 大 きく 、 非 現実 的 な 体験 で も 
あり まし た 。 が 、 印象 と し て 最後 
に 残っ た の は 打ち 上 げに 関わ っ 
た 皆さん の 素晴らし い 笑 顔 で し 


最 優秀 近 
今川 教子 『 兆 』 


応募 作品 の どれ ひと つと し て 、 
光 そ の も の の よう な 和 炎 を 噴出 し な 
が ら 空 間 を 切り 裂く よう に 上 昇 し 
て いく ロケ ッ ト の 具体 的 な 描写 
を ここ ろ み る も の は あり ませ ん で 
し た 。 むし ろ け た た まし い 発 射 の 
後 の 、 時 が 停滞 し た か の よう な 静 
けさ 。 重大 な 任務 を 終え た 時 の 、 
安 感 と 虚脱 感 の ま ざ り あっ た 
ある 種 の 物 寂し さ 。 そう し た 、 祭 
り の 後 と で も いう べき か 、 ロケ ッ 
ト 打 ち 上 げに と も な うき わ め て 
人 間 的 な 部 分 ある い は 余韻 に 画 
家 た ちの 気持 ち が 向かっ て いる 
の は いか に も 暗示 的 か つ 象 徴 的 
で し た 。 (審査 委員 長 講評 より ) 

光 と 音 と 共に ロケ ッ ト が 宇宙 


へ と 打ち 上 げ ら れ た 瞬間 と 、 そ の 
直後 の 空 に 残さ れ た 静けさ 、 あ の 
時 自分 の 中 に 留まっ た 確か な 「 感 
覚 を 信じ て 描く ] こ と で 、 作 品 を 
観 て いた だ く 方 に 瞬間 の 感動 が 
伝わる の で は 、 と 描き 続け まし た 。 
(受賞 コメ ント より ) 


た 。 シン プル な “ 力 ” で “まっ すぐ 
に "宇宙 を 目指 す 姿 を 表現 し よう 
と し まし た 。 (受賞 コメ ント より ) 


優秀 
中 嶋 安 階 | 愛 」 


一 緒 に 審査 を させ て いた だ い 
た JAXA の 的 川 泰 宮 さ ん が 、「 夢 ] 
を し げ し げ と 眺め られ て 、「 発射 
の 後 と いう の は 本 当 に こん な 風 
で す 」 と お っ し ゃ っ た こと か ら も 
わか る よう に 、 伝 統 的 な 日 本 画 
に お いて は 「 静 ] が 「 動 」 を 包み 込 
み 、 まさ に 余韻 と し て 象徴 する の 
で す 。 (審査 委員 長 講評 より ) 

人 の 夢 で は な く 、 ロケ ッ ト 発 身 
人 台 の 夢 と いう イメ ー ジ で 題 と いた 


審査 具 特別 党 


田中 子 「 宙 el 


この 鋭角 的 な 発射 塔 その も の 
が そこ に ある べき ロケ ッ ト を 体現 
し 、 象徴 し て いる こと は も は や \ 疑 
いよ う の な いこ と な の で す 。 ロケ 
ッ ト 発 射 を すでに 目撃 し て いた 作 
者 は 、 宇 宙 に 向け て 静か に 件 立 
する か の よう な 発射 塔 を 描き な 
が ら 堪 音 と 光 の 渦巻 く あ の 有 皮 間 
を 反 争 し て いた に 違い あり ませ ん 。 
(審査 委員 長 講評 より ) 

M-V ロ ケッ ト 7 号 機 の 打ち 上 げ 
を 準備 段階 か ら 見 学 さ せ て いた 


し まし た 。 ロケ ッ ト 発 射 後 の 発射 
人 台 が 、 その ロケ ッ ト の 飛び 去っ て 
いっ た 彼方 を 想い 、 夜 に 夢見 て 
いる 様子 を イメ ー ジ し て 描い た の 
で す 。 東洋 絵画 の 理想 は 「 天 と 
地 を 等 し くす る 」] こと で は な いか 
と 考え まし た 。 私 自身 の 宇宙 観 
を 深 慮 する 機会 を 与え られ 、 感 
謝 し て いま す 。( 受 賞 コ メン ト よ り ) 


本 林 導 
回 好 
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だ き 、 目 の 前 に 繰り 広げ られ て Sa 2 多 時 ^ cy 
いる 現実 と し て 、「 そら] の 奥 へ 本 3 3 な 6 で いあ る 
と 視点 を 向け て いる 開発 者 の M-V ロ ケッ ト 7 号 機 打 ち 上 げ っ アマ キ m た ょ sa hc と な あと ONY。 3 


方 、 技 術 者 の 方 、 内 之 浦 地区 の (2006 年 9 月 29 日 ) 


方 、JAXA 関 係 者 の 方 々 を 目 に 
し て きま し た 。 見 送っ た ロケ ッ ト 
が 空 の 奥 へ 奥 へ と 進ん で いっ た 
さま に 、 今 も その 奥 で 観測 し 続 
け て いる 大 陽 観測 衛星 「 ひ の で ] 
と 、 打ち上げ に 関わ っ た 方 々 の 
想い を 、 内 之 浦 の 「 そら 」 の 色 に 
感じ まし た 。 (受賞 コメ ント より ) 


H-TB カ ッ ト 図 


の 燃焼 試験 を 伴う 「CFT| 
と 、 地 上 設備 と の 整合 性 
を 確認 する 「GTV」 を 経て 、 
09 年 度 に 初 フ ライ ト の 予定 。 


H-ITA と H-IB の 比較 


! 


ニ 重 工業 株 式 会 社 の 田 
代 試験 場 で 、 ほ ば ぼ 実 機 大 
の タン ク の 強度 を 確認 する 
試験 を 同社 の 大 江 工 場 で 、 
実施 する 予定 だ 。 

マヤ | クラス ター 燃焼 試験 
は 、 燃料 タン ク 容 量 の 制 
約 か ら 50 秒 間 だ け で す が 、 
同時 点火 は 初め て 。 また タ 
ンク の 強度 試験 は 、 実 際 
の 飛行 時 を 上 回 る 荷重 を 
か け て 設計 の 正 し さ を 確認 
し ます ] (有田 ) 


摩擦 提 挫 接合 (FSW) の 技術 


H-TA ロ ケッ ト - 
H-IIA204 H-II 
全長 (m) 53 57 
質量 (ton) 445 532 
SRB-A 4 4 


_ 日 - IIB ロ ケッ ト 7 


強度 の ei タン 
ク の 材料 と な る アル ミ 板 の 
板 厚 を 増やす 必要 が ある 。 
軽量 化 の た め 、 障 子 の 機 の 
よう に 一 部 を 残し て 薄肉 化 
(アイ ソ グ リッ ド 構 造 ) する 
加工 を 行っ た 後 、 丸 め て 接 
合 す る 際 に 、 「 摩 拉 提 捧 接 
合 (FSW) 」 と いう マジ ッ ク 
の よう な 手法 を 採用 し た 。 
これ は 、 硬い ピン を 接合 部 
に 押し 込み 、 回 転 さ せ た と 
き の 摩 擦 熱 で 柔らか く な っ 
た 金属 どう し を か ら み 合わ 
せ 、 接合 し て し まう と いう 方 
法 。 溶接 時 の 熱 に 影響 さ 
れ 強 度 低下 が 起き る 部 分 
が ご く 少 な く 、 溶 接 で は 板 
厚 が 増す と 加速 度 的 に 難 
度 の 上 が る 「 検査 ] の 負担 
を 大 幅 に 軽減 し て くれ る 
な どの メリ ッ ト が ある 。 ま 
た 、 タン ク 頂 部 ・ 底 部 の 半 
球状 の 部 材 「 タ ンク ドー ム ] 
の 加工 設備 は すでに 06 年 6 
月 、 三 菱 重工 業 ・ 広 島 製 
作 所 内 に 完成 し て いる 。 

マヤ | 直径 5.2m の アル ミ の 
板 が 回 転 し な が ら 成 形 さ 
れ て いく (スピ ニン グ = へ 
ら 絞り 加工 ) 様子 は 、 壮観 


で す よ 」 (有田 ) 
難度 は 高い が 、 
現実 的 な 範囲 に 
収まっ て いま す 。 
従来 か ら の 
職人 技 に 、 
合 技 
技 - を 
合 


つの Q&A 


2007 年 4 月 1 日 か ら |H-B ロ ケッ ト プ ロ ジェ クト チー ム | が 立ち 上 げ ら れ 、 
開発 は いよ いよ クラ イマ ックス を 迎え る 。 
H-TB と は いっ た いと ん な ロケ ッ ト な の か を より 良く 理解 し て も ら う た め 、 


素朴 な 7 つの 質問 に シン ブル に 答 


える 形式 で 、 


ロケ ッ ト の 特徴 や 開発 の 進捗 状況 な か と を まとめ た 。 


(構成 ・ 文 喜多 充 成 ) 


二 選 の の お なる: 第 1 段 
の 太 径 化 と LE-7A エ ンジ 
ン を 2 基 束 ね た クラ スタ ー 
仕様 、 そ し て 1 段 と 2 段 の 
つなぎ 目 と な る 段 間 部 以 
外 は ほぼ 、H-IA で 使用 実 
績 が ある も の を 用 いる 。 2 
基 の LE-7A エ ンジ ン に 燃 
料 や 酸化 剤 を 送る 配管 も 、 
H-IA と 同じ も の を 1 本 ず 
つ 使 用 する こと に し た 。 軽 
量化 を 考え れ ば 1 本 に ま と 
め た ほう が 有利 だ が 、 ここ 
で は 実績 の ある 配管 を 2 本 
使用 し 信頼 性 を 優先 させ 
た 。 「 流体 の 未知 の 挙動 」 
に 足 を すく われ た H- TH8 号 
機 の 経験 も 少な か ら ず 影 
響 を し て いる に ちがい な 
い 。 この ほか に も 「 き く 8 号 」 
の 打ち 上 げに 使わ れ た H- 
IA204 型 で 、 か な り の 部 
分 の 技術 が 実証 済み の も 
の と な っ て いる 。 

マヤ [LE-7A エ ンジ ン の 長 ノ 
ズル 化 、 タ ンク の 強化 、 
SRB-A の 4 本 同時 使用 な 
どの ハー ドル を クリ ア し た 
204 型 は 、 い わ ば H-IA シ 
リー ズ の 完成 形 で す 。 これ 
が あっ た か ら 、H-IIB の 開 
発 も スム ー ズ に 進む の で 


し 、 打 
ち 上 げ 能 力 は 高まる 。 だ が 
大 きす ぎる と 製造 難度 が 増 
し 、 組 み 立 て 作業 や 射 点 の 
設備 に も 大 幅 な 改修 が 必 
要 と な る 。 さら に 液体 ロケ 
ッ ト の 場合 、 軽量 化 の た め 
に タン ク の 外皮 が ロケ ッ ト 
の 構造 材 を 兼ね る た め 、 構 
造 強度 上 の 配慮 も 重要 と 
な る 。 加え て 、 ペイ ロー ド の 
軌道 と 推進 薬 の 量 に よっ て 
飛翔 プロ ファ イル は 変わ っ 
て くる が 、 分 離 後 の 機体 の 
落下 域 が 人 が 住ん で いる 地 
域 ( 島 風 な ど ) に か か ら な い 
よう な 配慮 も 必要 だ 。 
改良 新規 開発 を 問わ 
ず ロ ケッ ト の 設計 に は この 
よう に ペイ ロー ド 、 軌道 、 
射 点 設備 、 飛 半 プ ロフ ァ 
イル 、 製造 ・ 検 査 工程 な ど 
多く の パラ メー ター が 関わ 
る 。 今回 の 場合 は 「5m 案 」 
「5.2m 案 | 5.4m 案 」 の 3 
つの ケー ス で 最終 的 な 比 
較 検 討 が 行わ れ 、「5.2m」 
が 勝ち 残っ た 。 
マヤ | ロケット の 能力 を 決め 
る 上 で 最も 重要 な の は 第 1 
段 で す 。 H-I か ら 数 えて か 
れこ れ 20 年 の 歴史 を 重ね 
て 、 や っ と その 第 1 段 の 大 
型 化 に 手 を 付け る こと が 
で きる よう に な っ た 、 と お 
考え くだ さい ] (有田 ) 


総合 的 な 検討 


酸素 を 使う う ロ ケッ ト で あ 
る 。 HTV( 宇 宙 ス テー ショ 
ン へ の 物資 補給 を 担う 。 
最大 で 16.5 トン) の よう な 
重量 級 の ペイ ロー ド や 複 
数 衛星 の 同時 打ち 上 げに 
対応 する た め 、H-IB で は 
第 1 段 を パワ ー ア ッ プ し た 。 
その 方 法 は 、 クック 0 
を 4m か ら 5.2m に 拡大 し て 
全長 も 1m 伸 ば し 、 推進 薬 
を 約 1.7 倍 搭載 する こと 。 
そし て この 大 量 の 推進 薬 
を 2 基 の LE-7A エ ンジ ン で 
燃焼 させ る こと だ 。 これ に 
よっ て 、 より 大 き な 運 動 エ 
ネル ギー と 位置 エネ ルギー 
を ペイ ロー ド に 与え 、 所定 
の 軌道 に 送り 届け る こと 
が で きる 。 


取材 協力 ・ 有 田 誠 


H-IA プ ロジ ェクト チー ム ・ 
ファ ンク ショ ンマ ネー ジャ 


H-TB ロ ケッ ト の 打ち 上 げ 想 像 図 


ー ジ ゲタ る lfp8 ク ルッ な 
ら 安 く て お いし いと いう 

索 且 交 m カ ジス の E 導 
て いる ぞ 」| な ど と 議論 が あ 
り 、 果 て は 「 な ん だ か エン ピ 
ツ み た い 」 と いう 声 も あっ 
た が 、「 太 さと 力 強 さ を イ 
メー ジ さ せる Bold の B で い 
いじ ゃ な いか 」||「 ぶっ と い の 
B で も ある し 」 と H-IB に 落 
ち 着 いた …… と いう の は 
エイ プリ ルフ ー ル 向け の 内 
輪 の 話 。 本 当 の と ころ は 、 
H-I の 改良 型 だ か ら H-I 
A、 そ の 増強 型 だ か ら H-I 
B と いう シン プル な 理由 に 
よる も の 。 


Or 


沸 己 


2007 年 度 


世界 最高 水準 の 高度 情報 ネッ トワ ー ク を 形成 


工 衛星 を 用 いた 
A [| vw つ で も る 」| どこ 
で も 」「 安 心して 」 


高速 通信 の サー ビス を 受け 
る こと が で きる 社会 を め ざ 
す 。 超 高 速 イ ンタ ーネット 
衛星 WINDS は 、 そん な 社 
会 の 実現 に 必要 な 技術 の 
開発 ・ 実 証 を 目的 と し た 人 
工 衛 星 で す 。 

現在 、 情報 通信 研究 機 
構 (NICT) と 共同 で 開発 が 
進め られ て お り 、 打 ち 上 げ 
後 は 、 イ ンタ ーネット 、 教 
育 、 災 害 対策 な どの 各 分 
野 に お いて 衛星 利用 を 推 
進 す る 、 宇宙 イン フラ 構想 
「i-Space」 の 中 で 、 大 容量 
デー タ 通 信 分 野 の 技術 実 
証 の 役割 を 担う 衛星 と な 
Sc 


昨年 12 月 に 衛星 の アン 
テ ナ 部 分 ( て ル チ ビ ー ム ア 
ン テ ナ テ MBA) の プロ ト フ 
ライ トモ デル が 完成 し 、 現 
在 は 筑波 宇宙 セン ター で 、 
軌道 上 で 確実 に 主 反 射 鏡 
が 展開 する こと を 確か め る 
| 主 反射 鏡 展 開 試験 ] や 、 
ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 時 の 振動 
に 耐え る こと を 確認 する 「 正 
弦 波 振動 試験 ] な どの 各種 
試験 が 行わ れ て いま す 。 

また 、 衛 星 本 体 の プロ ト 
フラ イト モデ ル も る 組み 立て 
作業 が 終わ っ て お り 、 現 在 
は 、 衛 星 に 搭載 され る ミッ シ 
ョ ン 機 器 ・ バ ス 機 器 が 、 打 ち 
上 げ か ら 静 止 軌 道上 で の 運 
用 まで の すべ て の 段階 で 正 
常に 動作 する か どう か を 確 
認 す る 試験 を 行っ て いま す 。 


遂 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 WINDS (想像 図 ) 


超 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 WINDS 


き ば ぼう 2 便 目 で 打ち 上 げ ら れる 最 先 端 実 験 スペ ー ス 


上 ノ 船 内 実験 室 
(2003 年 、 
ケネディ 宇宙 セン ター に 
運ば れる 前 の も の ) 
右 2006 年 11 月 、 
筑波 宇宙 セン ター で 
公開 され た 

ロボ ッ ト ア ー ム 


際 宇 宙 ス テー シ 
ョ ン 計画 で は 、 
宇宙 空間 と いう 


特別 な 環境 を 利用 し て 、 地 
球 観測 や 天体 観測 、 材 料 
実験 、 医 薬品 の 開発 や 通 
信 技 術 開 発 な ど 、 私 た ち 人 
類 の 将来 を 託す 実験 や 研 
究 、 技 術 開 発 を 行い ます 。 
日 本 初 の 有人 実験 施設 
と な る 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 
は 、 船内 実験 室 と 船 外 実 
験 プラ ッ ト フ ォ ー ム の 2 つの 
実験 スペ ー ス か ら な り ま す 。 
この うち 船内 実験 室 は 長 さ 
11.2m、 直径 4.4m の 大 き 
さ で す 。 1 気圧 の 環境 下 で 
搭乗 員 が 宇宙 服 を 着用 す 
る こと な く 、 微 小 重力 環境 


「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 船内 実験 室 プ ロボ ッ ト ア ー ム 


を 利用 し た 各種 実験 を 行う 
こと が で きる 実験 室 で す 。 

また 、 船 外 実験 プラ ッ ト 
フォ ー ム の 実験 で 、 人 間 の 
代わ り に 作業 を 行う | 腕 」 
と な る 部 分 が ロボ ッ ト ア ー 
ム で す 。 | き ぼ う 」 の ロボ ッ 
に 娘 呈 人 県 骨 尻 寺 る 、 望 
アー ム と いう 大 小 2 つ の ア 
ー ム ( 腕 部 ) を も ち 、| 親 ア 
ー ム | は 大 型 装置 の 移動 な 
どど 沈 端 の | アー バム (8 
細か い 作 業 を 行う と き に 
使用 し ます 。 

「 き ぼ う 」 打 ち 上 げ の 2 便 
目 と な る 本 ミッ ショ ン で 打 
ち 上 げ ら れる の は 、 船 内実 
験 室 と 、 ロボ ッ ト ア ー ム の 
親 ア ー ム の 部 分 で す 。 


アポ ロ 計 画 以来 の 本 格 的 な 月 探査 


一 革 


97 


es 


避 台 KID: Py ここ 


2006 年 10 月 、 筑波 宇宙 セン ター で 公開 され た SELENE の 機体 。 
今後 は 、 夏 の 打ち 上 げに 向け た 種子 島 で の 準備 作業 が 始ま り ま す 。 


月 周回 衛星 SELENE 


周回 衛星 SELENE 
月 (SELenological 
and ENgineering 


Explorer) は 、 約 40 年 前 に 
行わ れ た アメ リカ の アポ ロ 
計画 以来 と な る 本 格 的 な 
月 探査 機 で あり 、 か つ 日 本 
初 の 大 型 月 探査 機 と し て 、 
世界 各国 か ら 注目 され て 
いる ミッ ショ ン で す 。 
今年 夏 に 種子 島 宇宙 セ 
ンタ ー か ら H-TA ロ ケッ ト で 
打ち 上 げ ら れ 、 その 後 、 約 
1 年 間 、 月 の 周囲 を 回 りな 
が ら 、 月 の 起源 と 進化 を 解 
明 す る た め と 、 将来 の 月 の 
利用 の た め の さ ま ざ ま な 観 
測 を 行い ます 。 


SELENE が 行う の は 、 月 
表面 の 元素 組成 、 鉱 物 組 
成 、 地 形 、 表 面 付 近 の 地 
下 構造 、 磁 気 異常 重力 
場 の 観測 な ど で 、 これ を 月 
の 全域 に わた っ て 行う こと 
で 、 依然 と し て 謎 の ベー ル 
に 包ま れ て いる 「 月 の 進化 
と 起源 」 に つい て 総合 的 に 
解明 で きる の で は な いか と 
期待 され て いま す 。 

また 、 将来 月 の 利用 の 
可能 性 を 調査 する 重要 な 
デー タ 人 資料 と する た め 、 プ 
ラズ で マ 、 電磁 場 、 高 エネ ル 
ギー 粒子 な ど 月 周辺 の 環 
境 計測 も 行い ます 。 


JAXA の ロケ ッ ト 八 工 衛星 等 打ち 上 げ 計 画 


JAXA は 2007 年 度 、H-A ロ ケッ ト に より 月 周回 衛星 SELENE (セレ ー ネ ) と 


超 高 速 イ ンタ ーネット 衛星 WINDS の 打ち 上 げ を 予定 し て いま す , また 、 米 国 航 空 宇宙 局 (NASA) の スペ ー ス シャ トル に よる 、 
国際 宇宙 ステ ーション | き ぼ ぽう] 日 本 実験 棟 の 船内 保管 室 と 、 船 内 実験 室 ア ロボ ッ ト ア ー ム の 打ち 上 げ も 行わ れ ま す 。 
今回 は 、 こ の 4 つの ミッ ショ ン の 内 容 を こ 紹介 し ます 。 


土井 隆雄 字 宙 飛 


部 で 3 回 に 分 け 
全 て 打ち 上 げ ら れ 
る 「 き ぼう 」 日 本 


実験 棟 の うち 、 1 便 目 の 打 
ち 上 げ と な る 「 船 内 保管 室 」 
は 、 日 本 初 の 有人 宇宙 機 
と な り ま す 。 その 米国 航空 
宇宙 局 (NASA) の STS-123 
(1J/A) ミッション は 、 スペ 
ー ス シャ トル 「 エ ン デ バー 号 」 
で 行わ れ 、 日 本 人 の 土井 
隆雄 宇宙 飛行 士 が 搭乗 す 
る こと が 決ま っ jC い ます 。 


行 士 、 再 び 宇 宙 へ 


「 き ぼう 」 日 本 実験 棟 船内 保管 室 


「 船 内 保管 室 ] は 、 打 ち 上 
げ 時 に は 実験 ラッ ク な ど を 
運ぶ コン テ ナ と し て 使用 さ 
れ 、 軌道 上 で 国際 宇宙 ス 
テー ショ ン に 取り 付け られ 
て か ら は 、 主 に 保管 庫 と し 
て 使わ れ ま す 。 シス テム 機 
器 、 実 験 装置 な どの メン 
テ ナ ン ス に 必要 な ツー ル 
や 、 実 験 試料 、 そ し て 機器 
の 故障 に 備え て 準備 され る 
予備 品 な ど が 保管 され る 予 
定 で す 。 


及 、 = 


チ 


角 送 の た め 、 和 波 宇宙 セン ター で コン テ ナ に 積み 込ま れる 船内 保管 室 。 


この 後 、2 月 7 日 に 横浜 港 を 出港 し 、 米 国 フロ リ ダ 州 の ケネディ 宇宙 セン ター と 


隣接 する ポー トカ ナベ ラル 港 まで 船 で 運ば れ ま し た 。 
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活発 な 討議 が 行わ れ た 帰国 前 報告 会 の よう す (1 月 26 日 ) 
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INFORMATION 


|「 き ぼう ] 日 本 実験 棟 打 ち 上 げ 
2 便 目 の スペ ー ス シャ トル 


ド ョ ン ン ッッ 

是 出 逐 彦 

宇宙 飛行 士 の 
千 F さ ヽ 

谷 乗 が 決定 

こう ] 日 本 実験 棟 打 ち 上 げ 2 便 
スペ ー ス シャ トル (STS-124/ 
1) に 星 出 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 の 搭 
乗 が 決定 し まし た 。「 き ぼう | 船 
内 実験 宝 と 共に 、 ス ペー スシ ャ 
トル 「 アトランティス 号 」 へ 搭乗 し 、 
国際 宇宙 ステ ーション に 約 2 週 間 
程度 滞在 する 予定 で す 。 今回 の 
発表 に より 、 フラ イト を 予定 し て 
いる JAXA の 日 本 人 宇宙 飛行 士 
は 、 STS-123 の 土井 隆雄 宇宙 飛 
行 士 ( ク ルー サポ ー ト アス トロ ノー 
ト 山崎 直子 宇宙 飛行 士 ) 、 STS- 
124 の 星 出 彰 彦 宇 宙 飛 行 士 、 
際 宇 宙 ス テー ショ ン に 長期 滞在 す 
る 若田 光一 宇宙 飛行 士 (バッ ク 
アッ プ 搭 乗員 ・ 野 口 聡一 宇宙 飛 
行 士 ) の 3 名 と な り ま し た 。 


星 出 宇宙 飛行 士 


JAXAS 


四 13 生 宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 但 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 供 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 


印刷 製本 劉 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 
平成 19 年 3 月 31 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 


委員 長 


的 川奈 宮 


副 委 員 長 矢代 清高 


委員 
顧問 


浅野 眞 寺 門 和 夫 
山根 一 眞 


会 や み 行 校 界 ユ と か 
を 算 ぶ 書け に 寺 ネ 小 ら 
提 数 めき すず 行 子 ス 冊 見 
供 を 遇 が に は け 屋 コ 子 た 
す 学 |] で 大 な 運 協 を 学 
る べき き 人 い 動 会 痕 校 
も る 陸 な に 子 選 轄 呈 王 
の よ 委 な ど は 盟 し 周 
すう た つも 語 が ま 辺 
" 教 説 ち 文 * 界 廷 上 
育み 対 字 学 中 る ? ス 
の 書 や の 校 の 吉日 タ 
機 き へ 読 に 学 世 本 1 


セン ジッ ド ・ ダ ラ 村 の 寺子 屋 (学び の 場 ) で 行わ れ た 贈呈 の よう す 


INFO ロ RMATION 


4 月 18 日 の | 発明 の 日] を 含 
結 周 は | 科学 技術 週間 ] で す 。 
JAXA も これ に 合わ せ て 全国 各地 
で 実験 施設 の 公開 や いろ いろ な 
イベ ント を 実施 し ます の で 、 ぜひ 
ご 参加 くだ さい 。 一 般 公開 の 詳 
細 に つい て は 、JAXA 広 報 部 、 ま 
た は 各 事 業 所 へ お 問い 合わ せく 
だ さい 。 
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JACA 各 事業 所 が 
寺 学 技術 週間 に 合わ せ て 一 般 公開 


4 月 14 日 ( 土 ) 

條 相模原 キャ ン パ ス 

(施設 公開 で は な く 、 東京 ・ 新 宿 の 

新宿 明治 安田 生命 ホー ル に て 
14:00 一 17:30 

[第 26 回 宇宙 科学 講演 と 映画 の 会 を 開催 ) 


4 月 15 日 (日 ) 
外角 田 宇宙 セン ター 10:00~15:30 


4 月 21 日 ( 土 ) 

@ 筑 波 宇宙 セン ター 10:00 一 16:00 
@ 種 子 島 宇宙 セン ター 10:00 一 16:00 
@ 増 田 宇宙 通信 所 10:00-16:00 


4 月 22 日 (日 ) 

信和 豚 空 宇宙 技術 研究 セン ター 10:00 一 16:00 
4 月 28 日 ( 土 ) 

信勝 浦 宇宙 通信 所 10:00 一 16:00 

4 月 29 日 (日 ) 

人 沖縄 宇宙 通信 所 10:00ー17:00 


5 月 19 日 ( 土 ) 


久地 球 観測 セン ター 10:00 一 16:00 


INF ロ RMIATIOIN ら 


土 井 隊 雄 


航空 宇宙 局 (NASA) は この 

まま 、「 き ぼう ]」 日 本 実験 棟 の 打 
ち 上 ば げ 1 便 目 と な る STS-123 
(1J/A) ミッション で スペ ー ス シャ 
トル 「 エ ン デ バー 号 | に 搭乗 する 
宇宙 飛行 士 を 発表 し まし た 。 同 
ミッ ショ ン で は 、「 き ぼう 」 の 船内 
保管 宝 の ほか 、 カ ナダ の 特殊 目 
的 ロボ ッ ト ア ー ム を 国際 宇宙 ステ 
ーション に 取り 付け ます 。 土井 隆 
雄 宇 宙 飛 行 士 の 扶 乗 は すでに 発 
表 さ れ て いま し た が 、 こ れ で 搭乗 
員 全 員 が 決ま っ た こと に な り ま 
す 。 同 ミ ッ シ ョ ン の 搭乗 員 は 、 写 
真 左 か ら 、 ド ミニ ク ・L・ ゴ ー リ ( コ 
マン ダー) 、 グレ ゴリ ー・H・ ジ ョ ン 
ソン (パイ ロッ ト )、 リチャード ・M・ 
リネ ハン 、 ロ バー ト ・L・ ベ ン ケ ン 、 
マイ ケル ・]・ フ ォ ア マン 、 土井 隆雄 
(以上 、 MS : 搭乗 運用 技術 者 ) 
の 6 名 。 


_ 王 - 
理 


違 LE 


デーsY ロ ヨー エ 


L NOITL ツ 名 ロ ゴ INI 


ど 叶 に び 演 
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胡 を 種子 島 宇宙 セン ター か ら 
打ち 上 げ ま し た 。 12 号 機 は 正常 
に 飛行 し 、 情報 収集 衛星 2 機 ( レ 
ー ダ 2 号機 ・ 光 学 3 号機 実証 衛星 ) 
を 所 定 の 軌道 に 投入 し まし た 。 


STS-123 に 搭乗 する 宇宙 飛行 士 6 名 
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本 社 
航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
182-8522 


TEL : 0422-40-3000 
FAX : 0422-40-3281 


相模 原 キ ャ ン パ ス 
〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-3911 

FAX : 042-759-8440 


種子 島 宇宙 セン ター 
〒891-3793 
鹿児島 県 熊毛 郡 南種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


名 古屋 駐在 貞 事 務 所 
〒460-0022 


計 | 金山 総合 ビル 10 階 
中 TEL : 052-332-3251 
FAX : 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 
大 曲 1831-6 

TEL : 0267-81-1230 
FAX : 0267-81-1234 


能代 多目的 実験 場 

| TO16-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL : 0185-52-7123 

FAX : 0185-54-3189 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 

鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 

TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


IMAXA il は 、 
皆様 と 宇宙 を 結ぶ 


広場 で す 。 


オア ヅ 
ショ ッ プ & レ スト ラン 
2F 


至 品川 至上 野 
加 _ mm 画 東京 駅 還 | 還 軒 還 頸 回 画 


東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 


愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

〒181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 
FAX : 0422-40-3281 


筑波 宇宙 セン ター 

較 305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
qa』 TO93-1402 
鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 
南方 1791-13 
TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-381 1 


衛星 利用 推進 セン ター 

大 手 町 分 室 

〒100-0004 

東京 都 千 代田 区 大 手 町 2-2-1 
新 大 手 町 ビル 7 階 

TEL : 03-3516-9100 
FAX : 03-3516-9160 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL : 0470-73-0654 

FAX : 0470-70-7001 


. 沖縄 宇宙 通信 所 

〒904-0402 

沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 
金 良 原 1712 

TEL : 098-967-8211 

FAX : 098-983-3001 


。 小笠原 追 跡 所 
〒100-2101 
東京 都 小 笠原 村 父 島 桑 ノ 木 山 
TEL : 04998-2-2522 
FAX : 04998-2-2360 


東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6.5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小金 沢 1 
TEL : 0224-68-311 1 

FAX : 0224-68-2860 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL : 049-298-1200 

FAX : 049-296-0217 


三陸 大 気球 観測 所 
〒022-0102 

岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL : 0192-45-231 1 
FAX : 0192-43-7001 


| 海外 駐在 貞 事 務 所 | 


ワシ ント ン 駐 在 上 事務 所 

JAXA Washington D.C. Office 
2020 K Street, N.W.suite 325, 
Washington D.C .20006,U.S.A 
TEL:202-333-6844 
FAX:202-333-6845 


ヒュ ー ス トン 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Houston Office 

100 Cyberonics Blvd., 

Suite 201 Houston, TX 77058 U.S.A 
TEL:281-280-0222 
FAX:281-486-1024 


ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 貞 事 務 所 

JAXA KSC Office 

O&C Bldg., Room 1014, Code: JAXA-KSC, 
John F. Kennedy Space Center FL 32899, U.S.A 
TEL:321-867-3879 

FAX:321 -452-9662 


パリ 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Paris Office 

3 Avenue Hoche, 75008 Paris, France 
TEL:1-4622-4983 

FAX:1-4622-4932 


バン コク 駐在 貞 事 務 所 

JAXA Bangkok Office 

B.B Bldg., Room No.1502, 

54, Asoke Road., Sukhumvit 21 
Bangkok 10110, Thailand 
TEL:2-260-7026 
FAX:2-260-7027 


「JAXAi| リニュ ー ア ルオ ー プ ン 
2004 年 の 開業 以来 、 多 く の 方 々 に ご 利用 
いた だ いて きた 情報 セン ター「JAXAi」 は 
4 月 1 日 、 装 い 新た に オー プン し ます 。 
今回 の リニュ ー ア ル で は 、 日 本 の 主 カ ロケ ッ 
ト H-IIA の メイ ン エ ンジ ン LE-7A を 新た に 設 
置 す る ほか 、 身近 な 暮らし の 中 に 応用 され た 
宇宙 技術 に スポ ッ ト を 当て る な ど 、 今 まで 
以上 に 充実 し た 内 容 の 展示 と な っ て いま す 。 
お 近く に お 越し の 際 に は 、 ぜひ お 立ち 寄り 
くだ さい 。 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10:00 一 20:00・ 年 中 無休 (元旦 及び 2 月 第 3 日 曜日 を 除く ) 
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宇宙 航空 研究 開発 機構 広報 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ホ ー ム ペー ジ http://www.jaxa.jp 


Japan Aerospace Exploration Agency 


丸の内 北 ロ ビル ディ ング 2 階 宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 


